
中国の文化Ⅸ 第12回

北宋時代(下)

三国志の誕生



俗
文
学
＝
庶
民
文
学
の
時
代
へ

日
本
で
藤
原
氏
一
門
が
権
勢
を
極
め
て

い
た
平
安
時
代
、
中
国
で
は
武
人
の
台
頭

に
よ
っ
て
貴
族
の
時
代
は
終
わ
り
、
庶
民

の
時
代
が
始
ま
っ
て
い
た(

唐
宋
変
革
期)

。

文
学
の
主
体
も
貴
族
か
ら
庶
民
に
代
わ

り
、
詞
の
隆
盛
や
本
格
的
な
演
劇
の
誕
生

と
と
も
に
、
史
書
を
素
材
と
す
る
「
説
古

話
」
と
呼
ば
れ
る
歴
史
講
釈
が
人
気
を
博

し
て
い
た
。

日
本
の
琵
琶
法
師
が
語
っ
た
『
平
家
物

語
』
と
同
様
、
仏
教
思
想
の
影
響
を
強
く

受
け
た
「
説
古
話
」
は
、
出
版
業
の
発
展

と
あ
い
ま
っ
て
、
仏
教
の
絵
解
き
講
釈
を

模
し
た
挿
絵
入
り
の
通
俗
読
み
物
と
し
て

出
版
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
が
元
代
に
刊
行

さ
れ
た
『
全
相
平
話
三
国
志
』
で
あ
る
。

明
代
に
な
る
と
、
モ
ン
ゴ
ル
の
支
配
を

脱
し
た
漢
民
族
は
、
外
来
の
仏
教
思
想
を

排
し
て
、
民
族
の
伝
統
思
想
で
あ
る
儒
教

を
基
に
こ
の
物
語
の
改
編
を
行
っ
た
。
こ

う
し
て
誕
生
し
た
の
が
、
中
国
の
俗
文
学

を
代
表
す
る
『
三
国
志
演
義
』
で
あ
る
。



第四節

三国志の誕生

俗文学時代の開幕



俗
文
学
＝
庶
民
文
学
の
誕
生

唐
宋
変
革
期
を
経
て
、
庶
民
の
時
代
を

迎
え
た
中
国
で
は
、
民
間
の
語
り
物
を
口

述
筆
記
し
た
り
、
そ
の
語
り
口
を
模
し
て

書
か
れ
た
「
白
話
小
説
」
が
出
版
さ
れ
、

人
気
を
呼
ん
で
い
た
。
『
三
国
志
演
義
』

も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

無
味
乾
燥
な
史
実
を
記
し
た
だ
け
の
正

史
『
三
国
志
』
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
中

国
の
俗
文
学
を
代
表
す
る
『
三
国
志
演

義
』
へ
と
発
展
し
た
の
か
。

今
回
の
講
義
で
は
、
魏
の
曹
操
の
物
語

を
例
に
『
三
国
志
演
義
』
誕
生
ま
で
の
歴

史
を
考
え
て
み
た
い
。



資料映像：中国テレビドラマ「三国」(高希希監督、2010年)より（07:55）



三
国
志
演
義
の
梗
概(

一)

と
き
は
後
漢
の
末
。
張
角
の
率
い
る
黄

巾
の
乱
が
全
国
を
席
巻
し
て
い
た
。

そ
ん
な
中
、
三
人
の
英
雄
が
登
場
す
る
。

劉
備
、
関
羽
、
張
飛
で
あ
る
。
三
人
は
義

兄
弟
の
契
り
を
結
ぶ
と(

桃
園
三
結
義)

、
各

地
を
転
戦
し
て
乱
の
平
定
に
功
を
あ
げ
る
。

と
こ
ろ
が
、
乱
の
平
定
後
に
行
わ
れ
た

論
功
行
賞
で
は
、
平
民
出
身
の
彼
ら
に
は

十
分
な
恩
賞
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
劉
備
は
県
尉
と
い
う
末
端
の

官
職
を
与
え
ら
れ
る
が
、
中
央
か
ら
巡
察

に
来
た
督
郵
の
不
正
に
腹
を
立
て
、
官
職

を
捨
て
て
し
ま
う
。(

打
督
郵)
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黄巾の乱が全国を席巻(184年)



三
国
志
演
義
の
梗
概(

二)

そ
の
こ
ろ
、
朝
廷
内
で
は
宦
官
と
外
戚

の
権
力
争
い
が
頂
点
に
達
し
、
や
が
て
朝

廷
の
実
権
は
董
卓
と
い
う
人
物
に
握
ら
れ

て
し
ま
う
。

こ
こ
に
も
う
一
人
の
英
雄
が
登
場
す
る
。

後
に
魏
の
高
祖
と
な
る
曹
操
で
あ
る
。
曹

操
は
董
卓
の
暗
殺
を
企
て
る
が
、
失
敗
し
、

都
を
脱
出
す
る
。

曹
操
は
追
っ
手
を
逃
れ
、
中
牟
県(

河
南

省
鄭
州)

に
た
ど
り
着
く
が
、
こ
こ
で
県
の

役
人
に
捕
ら
え
ら
れ
て
し
ま
う
。(

捉
放

曹)



資料映像：中国テレビドラマ「三国」（高希希監督、2010年）より



三
国
志
演
義
の
梗
概(

三)

中
牟
県
の
県
令
・
陳
宮
は
、
曹
操
の
朝

廷
へ
の
忠
心
に
心
打
た
れ
、
官
を
捨
て
て

曹
操
と
行
動
を
と
も
に
す
る
。

二
人
を
捕
ら
え
る
た
め
、
各
地
に
人
相

書
き
が
貼
り
出
さ
れ
、
曹
操
の
首
に
は
千

金
、
陳
宮
に
は
五
十
金
の
懸
賞
金
が
か
け

ら
れ
る
。
逃
げ
場
を
失
っ
た
二
人
は
、
曹

操
の
父
親
と
義
兄
弟
の
契
り
を
結
ん
で
い

た
呂
伯
奢
を
訪
ね
る
。

呂
伯
奢
は
曹
操
ら
を
温
か
く
迎
え
る
が
、

町
へ
酒
を
買
い
に
行
っ
て
い
る
間
に
、
思

わ
ぬ
事
件
が
起
こ
る
。



資料映像：中国テレビドラマ「三国」（高希希監督、2010年）より（06:38）



三
国
志
演
義
の
梗
概(

四)

猜
疑
心
か
ら
呂
伯
奢
一
家
を
惨
殺
し
て

し
ま
っ
た
曹
操
と
陳
宮
。

二
人
は
逃
亡
の
途
中
、
町
か
ら
帰
っ
て

き
た
呂
伯
奢
と
遭
遇
す
る
。
曹
操
は
自
ら

の
身
を
守
る
た
め
、
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う

な
行
動
を
と
る
。



資料映像：中国テレビドラマ「三国」（高希希監督、2010年）より（06:38）



三
国
志
演
義
の
中
で
、
曹
操
と
い
う
人

間
の
冷
酷
さ
を
強
く
印
象
付
け
る
呂
伯
奢

一
家
惨
殺
事
件
。
こ
の
事
件
は
正
史
『
三

国
志
』
の
中
で
は
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？？



正
史
と
は
？

〔
解
説
〕

中
国
で
は
王
朝
が
交
替
す
る
と
、
次
の

王
朝
が
正
統
な
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
示

す
た
め
、
前
の
王
朝
の
歴
史
を
編
纂
す
る

伝
統
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
編
ま
れ
た
史

書
を
「
正
史
」
と
い
う
。

中国の正史 二十四史（二十五史）
史記

漢書

後漢書

三国志(魏書、呉書、蜀書)

晋書

北史
魏書

南史

宋書

南斉書

梁書

周書 北斉書 陳書

隋書

旧唐書 新唐書

旧五代史 新五代史

遼史
宋史

金史

元史 (新元史)

明史
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西晋の陳寿が正史『三国志』を著す

正史から小説へ



無
味
乾
燥
な
正
史
の
記
述

〔
解
説
〕

正
史
は
前
の
王
朝
の
歴
史
を
史
料
に
基

づ
い
て
史
実
に
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
そ
の
内
容
は
無
味
乾
燥
な
も

の
が
多
い
。

西
晋
の
陳
寿
が
著
し
た
『
三
国
志
』
の

内
容
も
、
後
の
『
三
国
志
演
義
』
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
。

（晋）陳寿『三国志』(大きな字の部分)



無
味
乾
燥
な
正
史
の
記
述

董
卓
は
帝
を
廃
し
て
弘
農
王
と
し
、
新

た
に
献
帝
を
立
て
た
。
こ
の
た
め
都
は
大

混
乱
と
な
っ
た
。
董
卓
は
太
祖(

曹
操)

を
驍

騎
校
尉
に
抜
擢
し
、
と
も
に
事
に
当
ら
せ

よ
う
と
し
た
。

太
祖
は
名
を
隠
し
て
、
密
か
に
東
に
帰

ろ
う
と
し
た
。
関
所
を
出
て
中
牟
を
過
ぎ

た
こ
ろ
、
亭
長
に
捕
ら
え
ら
れ
、
県
の
役

所
に
連
行
さ
れ
た
。
し
か
し
太
祖
と
気
づ

い
た
人
の
計
ら
い
で
、
釈
放
さ
れ
た
。

（
晋
）
陳
寿

三
国
志
魏
書
巻
一

（晋）陳寿『三国志』(大きな字の部分)



で
は
『
三
国
志
演
義
』
に
描
か
れ
た
呂

伯
奢
一
家
惨
殺
事
件
は
、
ど
の
よ
う
な
史

料
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
？

(明) 三国志演義第四回(李卓吾先生批評三国志・早稲田大学図書館蔵)

？
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西晋の陳寿が正史『三国志』を著す

南朝宋の裴松之が正史『三国志』に注釈をつける

正史から小説へ



正史三国志豊
富
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
た
注
釈

〔
解
説
〕

晋
の
陳
寿
が
正
史
『
三
国
志
』
を
編
纂

し
て
か
ら
百
五
十
年
ほ
ど
後
、
南
朝
宋
の

裴
松
之
が
こ
れ
に
注
釈
を
つ
け
た
。

こ
の
注
釈
に
は
当
時
流
行
し
て
い
た

「
志
人
小
説
」(

実
在
の
人
物
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド)

が
数
多
く
引
用
さ
れ
、
正
史

に
登
場
す
る
人
物
の
人
間
性
が
生
き
い
き

と
伝
え
ら
え
て
い
た
。

(晋)陳寿の正史『三国志』につけられた(南朝宋)裴松之の注



無
味
乾
燥
な
正
史
の
記
述

董
卓
は
帝
を
廃
し
て
弘
農
王
と
し
、
新

た
に
献
帝
を
立
て
た
。
こ
の
た
め
都
は
大

混
乱
と
な
っ
た
。
董
卓
は
太
祖(

曹
操)

を
驍

騎
校
尉
に
抜
擢
し
、
と
も
に
事
に
当
ら
せ

よ
う
と
し
た
。
太
祖
は
名
を
隠
し
て
、
密

か
に
東
に
帰
ろ
う
と
し
た
。
関
所
を
出
て

中
牟
を
過
ぎ
た
こ
ろ
、
亭
長
に
捕
ら
え
ら

れ
、
県
の
役
所
に
連
行
さ
れ
た
。
し
か
し

太
祖
と
気
づ
い
た
人
の
計
ら
い
で
、
釈
放

さ
れ
た
。

（
晋
）
陳
寿

三
国
志
魏
書
巻
一

（晋）陳寿『三国志』(大きな字の部分)



裴
松
之
注
が
伝
え
る
曹
操
の
人
間
像

『
世
説
新
語
』
に
い
う
。
太
祖
が
伯
奢

の
家
を
通
り
か
か
っ
た
と
き
、
伯
奢
は

ち
ょ
う
ど
外
出
し
て
い
た
が
、
五
人
の
息

子
た
ち
が
客
と
し
て
歓
待
し
て
く
れ
た
。

太
祖
は
董
卓
の
命
に
背
い
た
た
め
、
自

分
が
狙
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑

い
、
夜
に
な
る
と
手
に
し
た
剣
で
八
人
を

殺
し
て
去
っ
た
。

（
南
朝
宋
）
裴
松
之
注

（晋）陳寿『三国志』につけられた(南朝宋)裴松之の注



テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
三
国
志
の
中
で
、
曹
操

は
呂
伯
奢
一
家
を
惨
殺
し
た
後
、

「
寧
肯
我
負
天
下
人

休
教
天
下
人
負
我
」

（
た
と
え
人
を
裏
切
る
こ
と
が
あ
っ
て
も

人
に
裏
切
ら
れ
て
な
る
も
の
か
）

と
、
そ
の
冷
酷
さ
を
表
す
セ
リ
フ
を
吐
い

て
い
る
が
、
彼
は
本
当
に
そ
ん
な
こ
と

言
っ
た
の
か
？

？



『
三
国
志
演
義
』
の
曹
操
の
言
葉

「
寧
使
我
負
天
下
人

休
教
天
下
人
負
我
」

（
た
と
え
人
を
裏
切
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

人
に
裏
切
ら
れ
て
な
る
も
の
か
）

(

明)

李
卓
吾
先
生
批
評
『
三
国
志
』
第
四
回



裴
松
之
注
が
伝
え
る
曹
操
の
人
物
像

孫
盛
『
雑
記
』
は
い
う
。

「
太
祖
は
食
器
の
音
を
聞
き
、
自
分
が
狙

わ
れ
て
い
る
の
で
は
考
え
、
夜
に
な
る
と

彼
ら
を
殺
し
た
。
殺
し
た
後
、
悲
痛
な
面

持
ち
で
『
た
と
え
人
を
裏
切
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
人
に
裏
切
ら
れ
て
な
る
も
の

か
』
と
い
い
、
そ
の
場
を
立
ち
去
っ
た
」

（
南
朝
宋
）
裴
松
之
注

（晋）陳寿『三国志』につけられた(南朝宋)裴松之の注
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中華人民共和国 1949-

三
国
志
は
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ
う
に
し

て
「
小
説
」
に
な
っ
た
の
か
？

？
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北
宋
時
代
、
都
の
汴
京(

現
在
の
開
封)

は

商
業
都
市
と
し
て
庶
民
の
文
化
が
栄
え
て

い
た
。

し
か
し
、
こ
の
地
は
も
と
も
と
都
が
置

か
れ
る
よ
う
な
場
所
で
は
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
な
ぜ
か
？

？



洛陽
長安

北宋の都・汴京(開封)

汴京(開封)とは？



資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮」より（3:54）



洛陽
長安

北宋の都・汴京(開封)

通済渠

南北をつなぐ物流の拠点・汴京(開封)
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北
宋
時
代
の
三
国
志
講
釈

「
王
彭
か
ら
こ
ん
な
話
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
。
近
所
に
ひ
ど
く
腕
白
な
子
供
が
い

て
、
手
を
焼
い
た
家
の
人
は
、
子
供
た
ち

に
小
遣
い
を
与
え
、
集
め
て
説
古
話(

講
釈)

を
聞
か
せ
た
。
三
国
時
代
の
話
に
な
る
と
、

劉
備
が
敗
れ
る
場
面
で
は
眉
を
顰
め
て
涙

を
流
し
、
曹
操
が
敗
れ
る
場
面
で
は
喜
ん

で
喝
采
を
送
っ
た
と
い
う
。
」

（
宋
）
蘇
軾

東
坡
志
林(

東
坡
全
集
巻
一
百
一
所
収)

市
立
米
沢
図
書
館
蔵
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宋
元
時
代
の
三
国
志
講
釈
を
知
る
手
が

か
り
と
な
る
も
の
は
あ
る
の
か
？

？
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元で『全相平話三国志』が出版される



全
相
平
話
三
国
志

〔
解
説
〕

元
の
至
治
年
間(

一
三
二
一
～
三)

に
建
安

(

現
在
の
福
建
省
建
甌)

で
刊
行
さ
れ
た
歴
史

白
話
小
説
の
一
。

北
宋
の
都
・
開
封
で
語
ら
れ
て
い
た

「
説
三
分
」
な
ど
、
初
期
の
三
国
志
物
語

の
姿
を
い
ま
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
。



全
相
平
話
三
国
志

〔
解
説
〕

『
全
相
平
話
三
国
志
』
の
「
全
相
」
と

は
、
す
べ
て
の
頁
に
挿
絵
が
入
っ
て
い
る

こ
と
を
指
す
。

唐
代
に
行
わ
れ
た
絵
解
き
講
釈
「
変

文
」
を
模
し
て
、
挿
絵
を
見
な
が
ら
物
語

を
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
編
ま
れ
て
い
る
。



刘

全
相
平
話
三
国
志

〔
解
説
〕

『
全
相
平
話
三
国
志
』
の
「
平
話
」
と

は
話
し
言
葉
の
こ
と
。
正
史
の
『
三
国

志
』
が
文
語
で
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

『
全
相
平
話
三
国
志
』
は
講
釈
の
口
調
を

借
り
て
口
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

庶
民
向
け
の
通
俗
書
で
あ
っ
た
た
め
、
漢

字
に
は
平
易
な
簡
体
字
が
多
用
さ
れ
て
い

る
。(

□
内
の
字
参
照)

劉



『
全
相
平
話
三
国
志
』
は
ど
こ
で
発
見

さ
れ
、
現
在
ど
こ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
の

か
？

？



日
本
で
発
見
さ
れ
た
最
古
の
三
国
志

『
全
相
平
話
三
国
志
』
は
、
大
正
時
代

に
日
本
の
内
閣
文
庫
で
発
見
さ
れ
た
。

現
在
、
国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
旧

内
閣
文
庫
蔵
『
至
治
新
刊
全
相
平
話
三
国

志
』(

写
真)

と
、
天
理
図
書
館
が
所
蔵
す
る

『
至
元
新
刊
全
相
三
分
事
略
』
の
二
種
が

存
在
す
る
。
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南朝・宋の裴松之が正史『三国志』に注をつける

北宋の都・開封の盛り場で“説三分”が人気を博す

元で『全相平話三国志』が出版される

明で羅貫中が『三国志通俗演義』を著す



元
代
の
『
全
相
平
話
三
国
志
』
と
明
代

の
『
三
国
志
演
義
』
の
違
い
は
？

？



全
相
平
話
三
国
志

―

司
馬
仲
相
の
冥
界
裁
判

『
全
相
平
話
三
国
志
』

は
、
今
日
、
広
く
読
ま
れ

て
い
る
『
三
国
志
演
義
』

と
は
異
な
り
、
仏
教
の
因

果
応
報
と
輪
廻
の
思
想
に

よ
っ
て
物
語
が
構
成
さ
れ

て
い
る
。



全
相
平
話
三
国
志

―

司
馬
仲
相
の
冥
界
裁
判

と
き
は
一
世
紀
初
め
。

漢
王
朝
を
復
興
し
た
後
漢

の
光
武
帝
は
、
王
朝
の
再

興
を
祝
う
た
め
、
清
明
節

の
日
に
市
民
に
御
園
を
開

放
し
、
盛
大
な
花
見
を
開

い
て
い
た
。



全
相
平
話
三
国
志

司
馬
仲
相
の
冥
界
裁
判

そ
こ
に
司
馬
仲
相(

上
図

中
央
右)
と
い
う
一
人
の
書

生
が
登
場
す
る
。

御
園
の
中
で
酒
を
飲
み

な
が
ら
史
書
を
読
ん
で
い

た
司
馬
仲
相
は
、
秦
の
始

皇
帝
の
焚
書
坑
儒
の
下
り

を
読
ん
で
溜
息
を
つ
き
、

思
わ
ず
天
帝
の
愚
か
さ
を

な
じ
っ
て
し
ま
う
。

「
も
し
も
私
が
皇
帝
だ
っ

た
ら
、
天
下
の
人
々
を
幸

福
に
で
き
る
の
に
」



全
相
平
話
三
国
志

司
馬
仲
相
の
冥
界
裁
判

す
る
と
夢
に
天
帝
の
使

い(
上
図
中
央
左)

が
現
れ
、

司
馬
仲
相
を
冥
界
に
連
れ

て
行
く
。

天
帝
は
司
馬
仲
相
を
冥

界
の
天
子
と
し
、
そ
こ
で

あ
る
訴
え
を
裁
く
よ
う
命

じ
る
。
公
正
な
裁
き
が
で

き
れ
ば
、
現
世
に
帰
し
て

望
み
ど
お
り
皇
帝
に
し
て

や
ろ
う
。
し
か
し
、
も
し

公
正
な
裁
き
が
で
き
な
け

れ
ば
、
二
度
と
現
世
へ
は

帰
さ
な
い
と
。

こ
う
し
て
司
馬
仲
相
の

冥
界
裁
判
が
始
ま
る
。



全
相
平
話
三
国
志

―

司
馬
仲
相
の
冥
界
裁
判

訴
え
を
起
こ
し
た
の
は
、

漢
王
朝
の
開
国
の
功
臣
、

韓
信
、
彭
越
、
蒯
徹
、
英

布
。
訴
え
ら
れ
た
の
は
、

漢
の
高
祖
・
劉
邦
と
呂
后

で
あ
っ
た
。

韓
信
ら
は
い
ず
れ
も
漢

王
朝
の
建
国
後
、
高
祖
・

劉
邦
と
呂
后
の
謀
略
に
よ

う
っ
て
非
業
の
死
を
遂
げ

て
い
た
。

司
馬
仲
相
は
原
告
・
被

告
双
方
の
証
言
を
聞
い
た

上
で
、
天
帝
に
次
の
よ
う

な
裁
き
を
上
奏
す
る
。



全
相
平
話
三
国
志

司
馬
仲
相
の
冥
界
裁
判

被
告
で
あ
る
漢
の
高

祖
・
劉
邦
は
、
後
漢
最
後

の
皇
帝
献
帝
と
な
っ
て
国

を
奪
わ
れ
る
。

韓
信
を
殺
す
よ
う
高
祖

に
進
言
し
た
呂
后
は
、
伏

皇
后
に
生
ま
れ
変
わ
り
、

韓
信
の
生
ま
れ
変
わ
り
の

曹
操
に
殺
さ
れ
る
。

彭
越
は
劉
備
、

英
布

は
孫
権
に
生
ま
れ
か
わ
り
、

曹
操
と
と
も
に
漢
の
天
下

を
三
分
す
る
。

韓
信
の
参
謀
で
あ
っ
た

蒯
徹
は
諸
葛
孔
明
と
な
っ

て
劉
備
を
助
け
る
。



全
相
平
話
三
国
志

司
馬
仲
相
の
冥
界
裁
判

司
馬
仲
相
は
こ
の
裁
判

を
見
事
に
裁
い
た
功
績
に

よ
り
、
司
馬
仲
達
に
生
ま

れ
変
わ
っ
て
西
晋
を
建
て
、

天
下
を
統
一
す
る
。

し
か
し
、
そ
の
西
晋
も

や
が
て
五
胡
十
六
国
時
代

の
漢
の
第
三
代
皇
帝
・
劉

聡
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
、

輪
廻
転
生
が
一
巡
し
た
と

こ
ろ
で
物
語
が
終
わ
る
。
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五胡十六国の漢の劉聡(匈奴)が西晋を滅ぼす
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仏教思想を排除し、儒教思想による再構成

明の羅貫中が三国志演義を著す



ま
と
め

唐
宋
変
革
期
を
経
て
、
中
国
は
貴
族
の

時
代
か
ら
庶
民
の
時
代
へ
と
変
貌
を
遂
げ

る
。文

学
の
主
体
が
貴
族
か
ら
庶
民
へ
と
移

る
中
、
人
気
を
集
め
て
い
た
の
が
三
国
志

の
物
語
で
あ
る
。

正
史
『
三
国
志
』
は
無
味
乾
燥
な
史
実

の
記
録
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
人
物
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
注
釈
か
ら
多
く
の

興
味
深
い
素
材
が
提
供
さ
れ
、
仏
教
思
想

と
絵
解
き
講
釈
の
影
響
を
受
け
た
『
全
相

平
話
三
国
志
』
が
誕
生
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
を
駆
逐
し
、
漢
民
族
の
王
朝

を
復
興
し
た
明
代
に
は
、
仏
教
か
ら
儒
教

へ
と
い
う
思
想
的
転
換
が
図
ら
れ
、
中
国

を
代
表
す
る
通
俗
小
説
『
三
国
志
演
義
』

が
成
立
し
た
。
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